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 衝撃波は非線形双曲型偏微分方程式で記述される現象に普遍に現れ、自然界で起こる

火山の爆発的噴火、地震の岩盤高速変形、人為的な高速のエネルギー移動現象に観測さ

れます。また、人や車の流れ、パニックの伝播、数値モデルが確立されていないうわさや情

報の伝達、経済活動などは衝撃波類似の特性を持つので、我々の暮らしは衝撃波現象に

取り囲まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報道の原則は重要な情報をより速く伝えること、衝撃波現象では高圧領域の

圧力はより速く伝わるなど物理的特性を共有しています。 
 
 
 
 

衝撃波研究の関連分野 
 
 



 

 
 
 

 



1.  研究目的及び当初計画 
 
1.1 研究目的 
 
 衝撃波は非線形波動に普遍的に現れる現象で、宇宙空間での壮大な規模から水中気泡の崩壊

など微小規模まで広い範囲に現れ、人為的な衝撃波現象は爆発、超音速飛行、高速物体の衝突ま

た我々の日常生活の様々な局面にあらわれます。また、衝撃波に類似する現象の存在が認められ、

その数理モデルの構築は重要な研究事項となるなど、衝撃波の研究は学際領域を横断する研究分

野となっています。一方、実験技術、スーパーコンピュテーションの発展に伴って、従来不可能とさ

れた複雑媒体中の衝撃波現象の解明が可能となりました。 
 本研究では 

(1) 複雑組成からなる媒体、 
(2) 化学変化、相変化を伴う媒体、 
(3) 複雑境界に支配される衝撃波現象、 
(4) 極端に非定常な衝撃波現象の基礎 

を究明し、その学際応用への展開を目指し、新しい学問領域を確立します。 
 本研究は、様々の複雑媒体と境界条件を対象に、製作した各種衝撃波管や微小爆発装置などを

用いて衝撃波を発生し、これを先端的なレーザー援用計測とスーパーコンピュテーションの結果とを

対比させ、その学理を明らかにし、成果を体系化して様々の学際応用に発展させることを特色として

います。 
 衝撃波現象解明の成果を多様な学際領域研究に展開できることを実証しその可能性を追求する

試みは新しい衝撃波学際研究領域の形成に繋がります。 
 特に、当初研究計画からの大きな変更点はありません。 
 
1.2 当初計画 
 
基礎研究と学際応用 

(I) 複雑媒体中の衝撃波現象の解明 
(II) 複雑媒体と衝撃波の干渉過程の計測法の開発と衝撃波医療の確立 
(III) 複雑媒体中の衝突を伴う衝撃波 
(IV) 火山噴火機構の解明と火山防災への準備 
(V) 隕石衝突と衝突孔 
(VI) 衝撃波類似現象の解明 

 
 
 
 
 
 
 

2. 研究進捗状況 
 
2.1 研究の現状と成果 
 
 平成12 年 3 月 21 日に衝撃波学際研究拠点実験棟が完成し、ここに全長5mの高圧室と視野1m
の測定部を備えた大型衝撃波管を設置して空気中でマッハ数 2 からマッハ数 18までの衝撃波を発

生します。飛行体の射出速度 0.3km/s から 8km/s の二段式軽ガス銃に直径 1.7m 全長 12m の回



収部を接続した弾道実験装置を設備し、気体、液体、混相媒体中の高速飛行を実現しています。ま

た、直径 1m のシュリーレン鏡を導入して大視野での高精度光学可視化を実現しています。また、構

造／非構造格子による三次元粘性数値解析法の開発が進行中で、コンピューターを援用した画像

処理法を開発し、有限干渉縞画像のフーリエ縞解析、位相変位ホログラフィー干渉計法などの計測

法が実用に供されています。 
 以上の基礎研究の成果を背景に、地球物理、衝撃波医療など衝撃波学際研究が進行中です。 
 
2.2 複雑媒体中の衝撃波現象の解明 
(1)衝撃波の基礎的挙動 
¡ くさびを過ぎる衝撃波の反射が正常反射と呼ばれる形態か

らマッハ反射へ遷移する現象の解明は衝撃波研究の基本

です。従来、この衝撃波の反射形態は自己相似と信じられ

ていましたが、くさび表面で衝撃波背後に発生する境界層

の効果によって反射衝撃波の遷移はレイノルズ数によって

支配され、自己相似性の仮定が成り立たないことを精密な

実験と精緻な数値解析によって初めて明らかにしています。

これは空気力学の教科書の記述を根本から書き直す発見

です。 
¡ 曲面を過ぎる衝撃波の伝播と反射にも同様の傾向が現れることを実験とまた数値模擬で明らか

にし、反射衝撃波の遷移に現れるレイノルズ数効果を定量的に明らかにしています。これは工学

的な衝撃波利用、例えば、超音速器の空気取り入れ口の設計など重要な応用につながる基礎

的なデータベースです。 
¡ 航空宇宙研究所角田宇宙推進技術研究センターとの縦型衝撃波管を用いて、衝撃波が作用す

る球の非定常抗力を定量的に計測することに初めて成功し、また、実験結果を数値模擬と比較

してその理由を明らかにしています。この結果は、粉塵気体など、多相媒体中の衝撃波伝播の

研究に貢献します。 
¡ 微粒子を含む媒体中の衝撃波伝播モデルを確立し、粉塵気体中でくさびを過ぎる衝撃波の反

射過程を数値解析的にまた実験的に明らかにしています。また、無隔膜縦型衝撃波管を設計製

作して、その測定部にプラスチックフォーム球や小口径の鋼球を満たし、この空間を過ぎる衝撃

波の減衰など三次元的な挙動を解明しようとしています。 
¡ 物体を過ぎる渦と衝撃波の複雑な干渉過程を数値解析的にまた実験的に明らかにしています。

特に渦発生に及ぼすレイノルズ数の効果を明らかにするために大型衝撃波管を導入し、大視野

での実験によりこの事実をさらに詳細に明らかにしています。これはトンネル衝撃波騒音、ソニッ

クブーム、自動車排気騒音の解明と対策の基礎研究です。 
¡ 従来の衝撃波管は隔膜を破断して衝撃波を発生するので、衝撃波マッハ数の再現性は劣りま

す。この欠点を根本から改良し、衝撃波管を精密

な実験装置にするために種無隔膜衝撃波管を開

発、試作して、その作動特性を明らかにしています。

この成果は衝撃波管の実験研究に飛躍的な発展

を促します。 
¡ 衝撃波現象の可視化計測に二重露光ホログラフィ

ー干渉計法を導入し、定量計測に成功しています。

さらに、有限干渉縞のフーリエ縞解析法、位相変

位ホログラフィー法を完了させて、特に、音波と衝

撃波の性質を示す弱い衝撃波の構造を物体光多

重繰り返し法の導入で計測しようとしています。 
¡ 毎分 60,000 回転する円筒の周辺速度は超音速と
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なり衝撃波が現れます。衝撃波を制御すると渦発生が可能となり、渦が作る剪断流で物体表面

の微粒子を取り除くことができます。この衝撃波を利用する微粒子除去に関する基礎と応用研究

が進行中であり、将来のシリコーンウェーファー洗浄技術に発展できます。 
¡ 衝撃波背後に発生する膨張波を制御して、気体の温度を氷点下温度に下げることができます。

高速回転円盤を急速開閉弁に置き換えてこの原理を実証する数値模擬に成功し、現在、装置を

設計試作しました。実証試験では 20℃の温度降下に成功し、装置の最適化条件を求めていま

す。冷媒のいらない冷凍機の開発を目指しています。 
 
(2)複雑媒体中の衝撃波の挙動 
¡ 非一様媒体として水中に分布させた人工イクラ、寒天球、一枚

あるいは複数枚重ねたガーゼおよび気体層を持つ薄膜に微小

爆発で発生した球状衝撃波を作用させ、その減衰を計測し、ま

たホログラフィー干渉計法での可視化計測から、衝撃波の挙動

を明らかし、同時に数値シミュレーション結果との比較を行って

います。これらの知見は生体中の衝撃波伝播を模擬するときに

重要となる基礎のデータベースになります。また、衝撃波医療

で、脳を衝撃波の被爆から防ぐ方法の開発につながります。 
¡ 水中および気中で微小爆薬を爆発させて球状衝撃波を発生さ

せる技術を確立し、パルスレーザー光照射で起爆する方式の

有効性と、円筒状爆薬にレーザー光を照射する位置の違いによって発生する球状衝撃波の初

期形状が異なることを明らかにし、また、起爆最小エネルギーを求めることに成功しています。ま

た、微小爆発と大規模爆発との間に相似則が存在することを示し、マイクログラムの微小爆薬を

レーザー光照射で点火して、極微小規模の衝撃波を発生する技術を確立しています。この極微

少量のエネルギーを制御して解放し、ナノテクノロジーに衝撃波の

動力学を導入しようとしています。 
¡ オープンセルポリウレタンフォームへの衝撃波負荷は複雑媒体への

衝撃波研究のベンチマークテストです。フォームや粒子状物体を過

ぎる衝撃波の挙動とフォームの変形を二重露光ホログラフィー干渉

計法およびスペックルホログラフィー法で明らかにすることに成功し

ています。二次元数値模擬の開発が進行中です。特に、衝撃波負

荷でのウレタンフォームの変形は縦型衝撃波管と横型衝撃波管にと

り付けた場合で用いる非常に異なることが初めて明かされました。ま

た、この成果は骨に衝撃波を負荷した場合の模擬実験につながっ

ています。 
¡ 金属および複合材料中にプラスチック飛行体が 4-5km/で衝突する

とき、衝突の瞬間に発生する温度を熱分解するプラスチックの

炭素と空気中の窒素からなるシアンの紫外域の発光から分光

分析によって推定し、約 9,000Kとなることを明らかにしていま

す。また、金属あるいは複合材料に飛行体が高速衝突すると

き電磁波の発生を確認しています。これは、固体中で超音速

の歪み速度で亀裂が非常に高速に成長することに連動して

起こる実在効果と考えられます。この種の実験法では非常に

良く時空間が制御できるので、衝撃波研究と破壊力学との複

合分野の研究として適当です。高速飛行体と標的の斜め衝

突は角度によって衝突孔の形成やデブリ雲の形状は著しい

影響を受けます。これらの結果から、高性能なスペースデブリ

バンパーシールドの設計データーが得られます。 

 

 

 



¡ 先端をレンズ状に成形した直径 0.6mm のガラスファイバーを通してパルスホロミウムヤグレーザ

ー光を水中に導き収束させてミクロな衝撃波の発生に成功しています。このとき発生する気泡と

衝撃波の特性を解明して、レーザー光導入法が衝撃波医療に有効な手段となることを明らかに

しています。 後に示すように、レーザー光をエネルギーとする衝撃波発生法は医療応用など新

分野への展開が期待されています。 
¡ 極低温液体中にレーザー光の収束で微小衝撃波を発生する装置を設計製作し、その初期特性

を計測しています。この装置は、量子効果を示すヘリウム II 温度を実現できるので、今後の実験

の成果が期待できます。また、この装置を冷凍機として用いて固体メタン、固体窒素、固体アル

ゴンを作り、二段式軽ガス銃と組み合せてこれらの物質の衝撃圧縮特性を求めることを計画中で

す。 
 
(3)高粘度媒体中の衝撃波、気泡と衝撃波の干渉 
¡ 高粘度シリコーン油および高粘度水飴中で微小爆薬の爆発で

衝撃波を発生し、その様子をホログラフィー干渉計法で可視化

し、高粘度水飴では亀裂伝播を伴い強い粘弾性効果を示すこ

とを明らかに示しています。また、高粘度シリコーン油中ではこ

のような粘弾性効果は認められません。 
¡ これら高粘度液体中での気泡と衝撃波の干渉もまた粘弾性効

果によって異なることを明らかにしています。 
¡ 上記二つの研究成果を土台に粘弾性媒体が衝撃波あるいは膨張波負荷によって破壊する機序

を実験的に明らかにしています。特に、この知見は火山の爆発的噴火でマグマが微細化して火

口から吹き出す過程を模擬する重要な手段となります。媒体には粘弾性プラスチック、水飴、水

ガラスなどを用いています。 
 
¡ 水や高粘度媒体中にその音

速を遙かに超える細長物体を

打ち込んだとき,物体まわりには

スーパーキャビテーションが現

れます。この現象を実現するた

めの高速飛行体打ち出し装置

を導入し、試験槽を試作して細

長物体を水中に 1.7km/s で打ち込んで物体まわりのスーパーキャビテーションの発生を可視化

に成功しています。 
 
2.3 実験装置・計測法および数値シミュレー

ション法の開発 
(1)実験装置・計測法及び数値シミュレーション法

の開発 
¡ 断面 300mm x 300mm および 60mm x 

150mm の二種類の縦型衝撃波管を設計・製

作して、その特性を明らかにし、球など粒子

状分散媒体、フォームあるいは多孔媒体中の

衝撃波伝播に関する定量的な実験が可能に

なりました。また。穴あき板を縦型衝撃波管の

上部から落下させ、その背後から流れるコヒ

ーレントな乱流に平面衝撃波を作用させ、衝

撃波と乱流の干渉を PIV 法あるいはスペック

 
 

 

 

 



ルホログラフィー法を用いて定量的に計測しています。 
¡ この衝撃波管で従来の風洞での乱流場に勝る定量的な流れ場を発生できます。将来の精密流

体実験法として評価されるものと確信しています。断面 300mm x 300mm 衝撃波管に加速度計

を内蔵した直径 80mm の球を中心軸に沿って吊し、これに平面衝撃波を作用させたときの非定

常抗力の計測に初めて成功しています。その結果、非定常抗力は極大値を示し、その後負の抗

力ないし極小抗力を示し、やや時間経過後に定常流れの抗力に漸近することがわかりました。こ

れは初めて見つかった実験結果で、衝撃波を伴う固気二相流れの数理モデルに採用されてい

る球形の固体微粒子の抗力係数を設定する条件に全面的な見直しが必要なことを示していま

す。 
¡ 液体窒素、液体アルゴン、ヘリウムⅠおよびヘリウムⅡ中にガラスファイバーを通してパルスレー

ザー光を導き集光させて衝撃波を発生する技法を開発しています。この方法を用いて極低温液

体中の衝撃波研究は非常に容易になり、ホログラフィー干渉と組合わせ定量計測を実施してい

ます。 
¡ NASA ラングレー研究所との共同研究の一環として水中衝撃波背

後の温度上昇を非接触的に計測しようとしています。非常に強い水

中衝撃波背後の状態は比較的よく分かっていますが、音波に近い

弱い水中衝撃波の性質は良く分かっていません。衝撃波医療応用

では、この種の弱い衝撃波の振舞いが重要な役を果たしています。

正確に温度上昇を計測し、また、この方法を用いて水中衝撃波の厚

さを推定することも可能で、水中衝撃波の厚さが実験的求めることは、

衝撃波の科学の飛躍的な発展につながります。予備実験では、水

中温度を非接触的に正確に計測することに成功しています。この方

法では、水中で高繰り返しパルスレーザー光を交差させ、その交点

での熱音響効果から水中音速を求め、水の温度と音速の関係から

衝撃波背後の温度を非接触的に計測します。これは画期的な計測

技術で今後の水中衝撃波の医療応用に飛躍的な発展を促します。 
¡ ホログラフィー干渉計法とカラーシュリーレン法とを組み合わせ、

複雑な衝撃波現象の解明に有効な従来にない計測法を確立し

ています。 
¡ カラーシュリーレン法の画像を高速で記録するために、CCD 素

子を用いた高速画像記録装置を設計しています。これは従来の

クランツシャルデンカメラのフィルムを CCD 素子に置き換えたも

のですが、技術的な工夫と画像処理法に創意が盛り込まれてい

ます。さらにこの方法を拡張して、記録速度毎秒 500 万コマ、記

録コマ数 150 のカラー高速カメラの試作に結び付けようとしてい

ます。 
¡ 直径 1m のシュリーレン鏡を導入して、大きな視野での衝撃波管

実験を行い、従来の実験精度では得られなかった様々の衝撃波

の振る舞いを明らかにします。特に、大型縦型衝撃波管の試験気

体中にコヒーレントな乱流構造を発生することに成功し、一般的な

光学可視化ばかりでなく衝撃波と乱流の干渉の可視化に画期的

な実験法となっています。 
¡ 非球面レンズ形状の衝撃波管測定部および球状空間を設計製作して、その中に現れる各種の

衝撃波現象をホログラフィー干渉計法で可視化計測することに成功しています。特に、球状空間

で収束する球状衝撃波の可視化は不可能とされていましたが、これは初めての成功で、今後の

実験研究に貢献するところ少なくないと考えています。 

 

 



(2)数値シミュレーション法の開発 
¡ 球列および円筒列を過ぎる衝撃波の減衰など複雑境界を過ぎる衝撃波現象の模擬および大規

模爆風伝播の模擬に有効な構造格子および非構造格子差分法を用いる数値計算法を確立し、

実験結果と対比して良い一致を得て、数値計算法の信頼性を検証しています。 
¡ 微粒子を含む気体中の衝撃波伝播の数値解法を開発し、また、微粒子の取り扱いに関する数

理モデルを見直しています。特に、固体粒子の数密度が非常に高い場合の非定常抗力係数や

微粒子間の相互干渉など，従来の仮定を見直すことが必要です。

微粒子浮遊気体中に置いたくさびをすぎる衝撃波の反射過程

では、従来の数値計算モデルとは部分的に異なる結果を得てい

ます。現在、この計算結果を検証するために縦型衝撃波管実験

の整備が進行中で、まもなく、実験と数値解との検証が行われま

す。 
¡ 分子動力学の手法で液体アルゴン中の衝撃波の厚さを求めよう

としています。8 次のシンプレクテック法を用いて計算法の精度

を向上させ、厚さ 10nm を得ています。この数値は水中衝撃波

の医療応用で、細胞と衝撃波の干渉を解明する重要なデーターベースとなります。 
¡ 巨大隕石の衝突を模擬する数値解法を開発しています。この事象では、非常に強い水中衝撃

波が非常に広い海域を伝播し、海中生物の大半が瞬時に絶滅した可能性を示唆する結果にな

っています。計算結果を斜め軽ガス銃の実験と対比して、水と地殻との相互作用、海底堆積物と

衝撃波背後の粒子速度との干渉を明らかにする装置の特性を明らかにしています。 
¡ 爆発的火山噴火の初期段階では衝撃波が素過程を支配しています。国土地理院の地形図や

数値地図から火山の三次元形状を数値計算格子に読み取って、

また、噴火形態を衝撃波管モデルに置き換えて、発生する衝撃波

伝播を三次元大規模数値解析で模擬しています。既に、雲仙普賢

岳、阿蘇中岳、櫻島火山、岩手山の噴火を数値模擬し、爆風伝播

から被害予測図を作成しています。富士山が噴火した場合の災害

予測図を作成中です。なお、噴火の形態を明らかにするために、

阿蘇中岳の噴火口に圧力変換器を取り付けて、実際の噴火で起こ

る爆風を実時間でその場計測する準備を完成し、噴火を待ってい

ます。 
¡ 高い再現性の衝撃波管を用いて、繰り返し実験で得られた時系列

的な可視化結果にコンピューターで支援した画像処理を施して編集してアニメーション表示する

方法を完成しています。高速写真では、画像の空間解像が劣り精密な記録波できないとされて

いました。この方法には衝撃波と高速流れを高い空間解像で記録できると言う、他の方法にはな

い、長所があります。様々の衝撃波実験にこれを適用して衝撃波の動的挙動ばかりでなく、衝撃

波と流れの微細構造の解釈に特段の成果を上げています。これは独創的な表示法であるばかり

でなく、現代の情報化社会での衝撃波データーベース公開法として有効です。下の時系列的な

写真は円柱を過ぎる衝撃波の様子を動画に編集しています。 

       
 
¡ 気泡と衝撃波干渉の数値解法を確立し、二段式軽ガス銃で発生したスーパーキャビテーション

の数値模擬に適用しようとしています。これは複雑媒体中の典型的な衝撃波現象です。図は

60m/sの水流中の球背後に現れる蒸気キャビテーションの数値模擬です。高速な膨張収縮に伴

 

 

 



う複雑な波動伝播が認められます。 

 
 
2.4 衝撃波学際応用、衝撃波医療 
 
(1)高速水ジェットの利用 
¡ 以下の研究は、医学者との学際共同研究で実施されています。

脳血栓血行再建術の臨床応用に関する研究は、当初の微小

爆薬の水中爆発で発生した衝撃波を用いる原理の実証が終

わり、基礎原理も実証でき動物実験も完了し、現在では、エネ

ルギー源を微小爆発からホロミウムヤグレーザー光を光ファイ

バーで導入する方法に移行しています。光ファイバーをカテー

テルに組み込んでその中でレーザー光収束させて気泡を作り、

その排除効果でカテーテルの先端から高速水ジェットを発生し

て血栓に作用させて、非常に短時間で血栓を掘削して血行を

再建することに成功しています。この装置の先端に内径

0.9mm の延長部を取り付けて、中大動脈の血栓を処置できるようになりました。また、極微小量

の血栓溶解剤を併用して栓子の飛散を防ぐなど実用を視野に入れた装置開発が進行中で、こ

の研究は間もなく臨床装置と完成させ修了します。 
¡ Ｑスイッチホロミウムヤグレーザー光を光ファイバーで水中に導

き、高速水ジェットを発生できました。この水ジェットを空気中で

解放と、生体軟組織に作用させると、非常に良く制御された水

ジェットメスの機能を示すことが分かりました。このジェットメスを

豚肝臓の切除に応用したとき、肝臓実質を破砕切除するが直

径 0.2mm 以上の毛細血管を保存することを確認しました。現

在、小口径水ジェット発生最適化の開発研究が行われていま

す。近い将来、治療装置として、肝臓腫瘍、脳腫瘍の手術に応

用しようとしています。この装置は、臨床使用で出血もなく水量

も僅かなので、手術野が確保されるなどの長所を有しています。 
¡ エネルギー源として Q スイッチ

パルスレーザーを用いると、簡

便な治療装置とはならないので、

ピエゾ素子のアクチュエーター

を用いてレーザー利用と同様な

特性を持つ水ジェットを発生で

きることを見つけました。現在、

この装置の諸元を最適化して臨

床装置開発の研究が進んでい

ます。また、原理が明らかになっ

たので、各種のジェット発生機構を用いて、簡便な水ジェットメスや血栓破砕装置の可能性が明

らかになっています。これは今後の医療に飛躍的な発展をもたらす概念であろうと思われます。 
¡ 体外衝撃波を長管骨に作用させて、偽関節治療や骨成長を促進することが知られています。脳

 

 



外科の手術後、頭蓋骨の癒着不全、新生児の頭蓋骨成長不全などを治療するために、Q スイッ

チパルスレーザー光照射で発生した衝撃波を作用させて、頭蓋骨の成長を促進する治療法の

開発が行われています。研究は未だ予備実験的な段階ですが、今後の展開が期待できます。 
(2)レーザーアブレーションドラッグデリベリー法 
¡ パルスレーザー光を金属膜に照射すると、金属面はアブレー

ジョンを起こしプラズマが発生し、その反作用として金属中には

衝撃波が駆動されます。衝撃波はアルミ中では 5km/で伝播し

反対面で反射します。このとき膜面は非常に高速で張り出して、

変形速度は容易に数 km/に達します。この原理を援用して、も

し、粒状の薬剤や遺伝子を付着させた金属粒子を金属膜面に

取り付ければ、この高速ではじき飛ばしてその慣性で体内に導

入できます。これは新しいドラッグデリベリー法で、1 ミクロンの

金およびタングステン粒子を鼠肝臓細胞に最深６mm 貫通させています。この手法をさらに精緻

にして、内視鏡に組み込んで臨床治療装置に発展させようとしています。特に、金属粒子に遺伝

子を貼付けると遺伝子導入法に応用できます。写真は溶液中の遊離細胞で、その中に見える黒

い点は１ミクロンのタングステン粒子が貫通した結果です。また、直径１ミクロンの微粒子が速度

2km/で移動するときの流れは極超音速ストークス流れと分類され、今後の研究課題です。 
(3)衝撃波ガン治療 
¡ ガン細胞が衝撃波照射で鑽孔される事実を解明する実証実験が進行中です。遊離腫瘍細胞を

含む溶液中にパルスレーザー光を収束させて衝撃波を発生し、細胞膜の鑽孔と抗がん剤取込

みの機序を解明しています。 
 

2.5 衝撃波学際応用、地球物理 
 
(1)爆発的火山噴火 
¡ 爆発的火山噴火の素過程は、非常に短時間

に大量のエネルギー移動が関与しています。

数値模擬で噴火の災害予測図を描く準備を完

了させています。特に、その初期条件を求める

ために、阿蘇中岳に圧力計を設置しています。

以下の研究は、火山学者との学際共同研究に

よって実施されています。また、衝撃波研究が

爆発的噴火に重要な寄与を与えていることを

強調しています。マグマ水蒸気爆発の素過程

では、高温のマグマに地下水が接触して瞬間

的なエネルギー移動を促進し、マグマが微細

化するモデルを提唱しています。このために二

段式軽ガス銃を用いて高温融体を水の音速を

超える速度で水中に打ち込む実験の実行を目

指し準備を完了させ、また、数値模擬を確立さ

せています。 
¡ 火道でマグマが微細化される過程のモデル化

を目指して、顕著な粘弾性を持つプラスチック

を高圧下で含気性を持たせ、これに膨張波を

作用させたときの挙動を詳細に計測しています。

その結果から、粘弾性体中の波動と破砕面の伝播を明らかにしました。これは今後の噴火機序

 

 



の研究に大きな指針を与えます。 
¡ 水飴の動粘度は高くマグマを模擬できる粘弾性体です。水飴の中で微小爆発実験を行い、衝

撃波と爆発生成気体の挙動を高速ビデオ撮影法で詳細に観察しています。 水飴では、動粘度

が高くなるにつれて、爆発生成気体の成長は抑制されて、亀裂発生が顕著になることを初めて

明らかにしました。一方、同じ動粘度のシリコーン油では、この特異性は認められませんでした。 
(2)巨大小惑星衝突 
¡ この研究は古生物学者、堆積物学者、地震

学者など地球科学者との学際共同研研究に

よって実施されています。巨大小惑星衝突は

地球の地質年代に区切を与え、また、生物大

量絶滅の原因となり、生物の進化全体に決定

的な影響を与えました。生物大量絶滅には、

漸近的な環境変化など地球物理の観点での

原因が提唱されているが、水中衝撃波など、

破滅的な原因は全く無視されています。衝撃

波学際研究の一環として、巨大惑星衝突で

発生した強い水中衝撃波が海洋の広い領域

を伝播して、海洋生物を絶滅させたことを数値シミュレーションによって明らかにしています。これ

は今後の地球理の分野に新しい解釈を与えています。 
¡ 有孔虫は海底の堆積物の中に生息するので巨大小惑星衝突でも水中衝撃波が有孔虫に対し

て致命的な影響を与えなかったことを、海底から採取した有孔虫に微小爆発で発生した衝撃波

を作用させて、生存の可能性を一応実証しています。なお、衝撃波過剰圧とインパルスの関係な

どつめるべき問題点を明らかにしています。 
¡ 海洋生物に対して致命的な強さを持つ水中衝撃波の背後には、1m/程度の流速を生じます。こ

の流速によって、海底の堆積物舞い上がり衝撃波が通過した海洋は堆積物のヘドロに覆われ、

海水が清浄になるまでに相当時間を要したと推定されます。このことは 3,000 年前に地中海でサ

ントリーニ島の噴火津波で発生したことが知られています。津波伝播に伴い海底堆積層に再構

成の跡が認められています。このことは津波ではなくて水中衝撃波に起因することを、アナログ実

験によって実証し、さらに一般化しようとしています。 
 

2.6 産業応用への衝撃波研究 
 
(1)航空宇宙 
¡ 自由ピストン衝撃波風洞で、澱み点エンタルピー5MJ/kg の極超音速流れを発生し、ノズル特性

とノズル流れ中においた二重円錐まわりの流れを

詳細に明らかにしています。特に、極超音速域で

の境界層剥離と凹面を過ぎる流れの不安定現象を

初めて明らかにしています。なお、この研究は、航

空宇宙技術研究所、インド科学研究所航空科との

共同で実施されました。 
¡ 自由ピストン衝撃波風洞は、宇宙船の大気圏を模

擬できる地上実験装置です。この装置は衝撃波管

技術を応用して運転されています。特に、その特

性開発は重要な研究課題で、衝撃波を駆動する

ヘリウムが試験気体に流れ込むいわゆる駆動気体

汚染を定量的に観察し対策を確立するために、衝



撃波管形状を非球面レンズ形状にし二重露光ホログラフィー干渉計法によって詳細に明らかに

しています。 
¡ 宇宙船の大気圏再突入では、空力加熱から宇宙船を守るために宇宙船の前面に耐熱タイルを

貼付けています。このような極限の熱伝達を実験的に明らかにすることは、なお重要な基礎研究

です。そのために機械加工可能なセラミックス円柱上に白金薄膜熱流速計を取り付けて、衝撃

波を負荷したときのヌッセルト数の時間変化の計測に初めて成功しました。今後、衝撃波マッハ

数を高めた計測を目指します。 
(2)衝撃波騒音 
¡ 自動車エンジンの排気は伝播とともに弱い衝撃波に成長することが知られ、また、新幹線電車が

長大トンネル中で弱い衝撃波を発生することが知られています。一方、弱い衝撃波が音波に移

行する過程、圧縮波が衝撃波に成長する過程には、未だ検証すべき課題が残されています。し

かし、弱い衝撃波の挙動を定量的に解明するために空気中でマッハ数 1.001 から 1.05 を実現

できる衝撃波管を設計し、その特性を明らかにしています。 
(3)大規模爆風伝播と閉空間内での爆風伝播 
¡ 過去の爆発事故の衝撃波研究の視点から解析を試みています。宇宙科学事業団でのロケット

打ち上げ時の指令破壊であらわれる弱い衝撃波が、伝播し減衰する過程を数値シミュレーション

とアナログ実験で実証しています。また、温度成層のある媒体中の爆風伝播では、温度成層の

影響は無視できることを明らかにしています。 
¡ 核燃料サイクル機構において放射性廃棄物のアスファルト固化過程で起こった爆発事故を縮小

模型で再現し、数値シミュレーションとの対比から爆発を再現する試みでは、事故原因を特定で

きる手がかりを導いています。 
(4)板硝子爆風強度 
¡ 風冷強化硝子の製造過程には、ノズルに発生する不足膨張流れの衝撃波が重要な寄与を果た

していることを明らかにしています。 
¡ 衝撃波研究が産業要素技術につながることは既に知られていますが、板ガラス協会では、テロ

などでの爆風に対する板ガラスの強度を国際基準規格化するために、日本案を提示し、積極的

に関与することになりました。本研究はこれを支援することを目指して、300mm x 300 mm 縦型

衝撃波管を設計・製作し、この特性を解明しています。 



3.拠点形成の考え方 
 
3.1 当初の考え方からの相違点 
 
  特に変更点はありません。ただし、当初は基礎研究を進め、同時に応用研究を年度内に完了させ

ることを目指しましたが、実際には、５年間の研究期間中に研究努力の８０％は基礎の解明に、２０％

を衝撃波医療と地球物理を中心とする応用研究に向けることになりました。拠点形成が終了した後

に、応用研究とさらに実用を目指す組織に変換し、拠点研究を発展させることが適当であること、ま

た、この拠点研究を支援する時限附属施設 衝撃波研究センターを、本拠点研究と融合させて改組

することになりました。 
 平成元年度�三年度に活動した重点領域研究「衝撃波現象の解明」が契機となって、平成元年に

日本衝撃波研究会が発足し、さらに、本研究拠点の活動が原動力となって、後に述べるアジア太平

洋衝撃波研究会準備委員会が設立されました。第一回の代表者会議を平成１４年３月仙台で開催

し、平成１４年１１月に正式に活動を開始しています。また、第二回代表者会議を平成１５年３月仙台

で開催し、一年経過後のアジア各国での組織つくりの報告、研究活動の現状の報告と、当面の事務

局を仙台におくこと、規約会則の制定を話し合っています。この組織は、本拠点形成時には、国際

衝撃波研究会へ発展し、本拠点をさらに整備して国際衝撃波研究拠点へ飛躍させるようにとの要請

もありました。また、これが本拠点活動終了後の目に見える成果であろうとも考えています。衝撃波研

究を含む学際研究課題を２１世紀の COE に応募して、今後の活動を持続したいと願っています。 
 
3.2 基礎研究と応用研究から実用研究へ、衝撃波コンソーシアム 
 

 
3.3 研究組織 
  
 研究組織の変更については、別添資料１参照。 
 研究組織の研究者間の研究協力体制は整備されています。常時、電話やファックス、電子メール

での研究連絡を密に行い、他大学との共同研究者とは、学会、その他の研究集会特に衝撃波シン

ポジウムなどで情報交換と研究連絡を取り合っています。また、国内外の大学研究機関から研究者

や院生を仙台に比較的長期間派遣しての共同実験も実施しています。中でも、地球物理学、医学



部の共同研究では、研究者の長期派遣による実験が実施され、本研究計画の駆動源となっていま

す。また、実験装置が整備された平成１５年度からは共同研究実施をより強化し、推進しようとしてい

ます。 
 
3.4 主な購入備品 
 
 主な購入備品については、別添資料 2 参照。 
 
 
 



4. 研究機関の支援状況  
 
4.1 施設設備の整備状況 
  
 平成１３年３月に、工事費および設備費１億８千万円で、衝撃波学際研究実験棟が完成 
し、基礎と学際応用研究を推進しています。 
 

   
衝撃波学際研究拠点 

 
4.2 国際シンポジウムの開催 
 

極超音速流れの国際ワークショップ 
開催年月：平成 1２年 8 月２5日 
仙台において開催の極超音速流れの国際ワークショップで、この研究分野で著名な７名の研究者

を招聘し基調講演を行った。 
参加者：国外 15 名、国内 30 名 
 
第２４回国際高速度撮影とフォトニクス会議 
開催年月：平成 1２年９月２３-２９日 
仙台において開催の 第２４回国際高速度撮影とフォトニクス会議に衝撃波現象の計測セッション

を付属させ、衝撃波の先端計測に関する今後の研究動向を決める重要な情報を収集した。 
参加者：国外 140 名、国内 140 名 
 
第１４回国際マッハ反射シンポジウム 
開催年月：平成 12 年１０月１-５日 
仙台において開催の第１４回国際マッハ反射シンポジウムで、衝撃波のマッハ反射と衝撃波の一

般的な挙動に関する基礎研究の成果に関する最新の情報交換を行った。 
参加者：国外 35 名、国内 20 名 
 
第 53 回国際弾道研究会(ARA)会議 
開催年月日：平成 14 年 10 月 20-25 日 
高速飛行体打ち出し技術に関する数値解析、設計、計測、制御およびそれに関わる世界各国の

研究者が最新の研究成果を発表し、情報交換を行う。この分野では、世界で唯一つの研究集会

である。 
参加者：世界１２カ国６０名；国内２０名。 
 
アジア・太平洋衝撃波研究会設立に関する第２回ワークショップ 
開催年月日：平成 1５年３月９-１１日 
本衝撃波学際研究拠点が中心となって、衝撃波学際研究に関しアジア太平洋各国、北アメリカで

の最新の研究成果があり、同時にアジア太平洋各国での衝撃波研究組織に関する報告がなされ

た。規約会則の制定、国際衝撃波研究会発足に向けた活動のあり方について話し合った。 



出席者：世界１０カ国（日本、中国、台湾、韓国、インド、タイ、オーストラリア、カナダ、米国、フラン

ス、ロシア）２５名 
 
学際衝撃波研究国際シンポジウム（予定） 
開催予定年月：平成１６年３月 
本拠点と衝撃波共同研究を実施した国内外の研究機関との 
最新の情報交換と共同研究の推進を目指し開催する。 
予想参加者：国外５０名、国内３０名 

 
4.3 国内シンポジウムの開催 
  
 本研究拠点が中心となって各年度に開催し、本拠点の研究成果の公表とさらにアジア衝撃波研究

会の発足を支援し、日本がこの分野の中核となることを日本衝撃波研究会の会員に広く知らせるた

めに、本シンポジウムの開催が必要です。 
 

平成 12 年度衝撃波シンポジウム 
開催年月：2001 年 3 月 8-10 日 
開催場所：宇宙科学研究所、相模原 
 
平成 13 年度衝撃波シンポジウム 
開催年月：2002 年 3 月 14-16 日 
開催場所：産業技術総合研究所、つくば 
 
平成 14 年度衝撃波シンポジウム 
開催予定年月：平成 15 年 3 月１３-１５日 
開催場所：群馬大学、桐生 
 
平成１５年度衝撃波シンポジウム（予定） 
開催予定年月：平成 1６年 3 月 
開催場所：千葉大学、西千葉 

 
4.4 当初計画からの変更点 
  
 特にありません。 
 
4.5 平成１６年度の研究計画 
  
 平成１５年度の研究計画を引き続き実施します。 
= 火山噴火の機構を解明し、数値シミュレ－ションの結果から噴火の防災地図を作製することを支

援します。 
= 最終年度では、上記の研究計画の成果を自己点検し達成度が満足な項目を強化し、また、特

に積極的に支援することによって画期的成果につながると判断できる項目を強化します。 
= 拠点研究の世界に公開するためにデーターベースを構築し、国際的な「衝撃波学際研究拠点」

を目指す、データサーバーの機能を完成します。 
= 拠点研究の成果を世に問うために「複雑媒体中の衝撃波の解明とその応用に関する国際シンポ

ジウム」を開催します。 
 
 



5.その他 
 
5.1 アジア・太平洋衝撃波研究会会則 
  
 本研究拠点はアジア・太平洋衝撃波研究会を設立し、その事務を担当し、その活動を国際衝撃波

研究会に広げています。アジア・太平洋衝撃波研究会会則の内容は別添資料３参照。 
 
5.2 衝撃波エンサイクロペディア 
  
 本研究拠点は衝撃波国際ジャーナルの編集事務を担当し、また、国際的な視野で衝撃波学際応

用研究の重要性を訴え、日本および諸外国より120名を超える執筆分担者を選出して、ドイツシュプ

リンガー社より、衝撃波研究エンサイクロペディアを出版する予定です。その目次は別添資料 4 を参

照。 
 
5.3 高速度撮影ハンドブック 
 
 高速度撮影及び高速度現象の可視化研究者の最近の研究成果を土台に、COE 活動の一環とし

て日本で最初の高速度撮影ハンドブックを出版しようとしています。別添資料 5 を参照。 
 
5.4 論文リスト 
  
 別添資料 6を参照。 
 
5.5 新聞報道等 
  
 別添資料 7を参照。 
 



資料１：研究組織の変更 
（  ）書きが変更のあった者 

高山和喜 
井小萩利明 
林 一夫 
佐宗章弘 
齋藤 務 
小原 拓 
 
{E.ﾃｨﾓﾌｪｰﾌ} 
 
谷口充宏 
和田 仁 
澤田恵介 
 
吉本高志 
 
高橋 明 
池田和夫 
松本洋一郎 
藤井直之 
 
麻生 茂 
滝 史郎 
三浦保範 

流体科学研究所・教授 

流体科学研究所・教授 

流体科学研究所・教授 

流体科学研究所・助教授 

流体科学研究所・助教授 

流体科学研究所・助教授 

 

{流体科学研究所・助教授} 

 

東北ｱｼﾞｱ研究ｾﾝﾀｰ・教授 

大学院工学研究科・教授 

大学院工学研究科・教授 

 

総長・教授 

 

大学院医学系研究科・教授 

金沢大学・医学部附属病院・講師 

東京大学・大学院工学系研究科・教授 

名古屋大学・大学院理学系研究科・教授 

 

九州大学・大学院工学研究科・教授 

広島大学・工学部・教授 

山口大学・理学部・助教授 

総括とりまとめ 

気泡と衝撃波の干渉 

高温岩体中の衝撃波の挙動 

高エンタルピー流れにおける衝撃波計測 

複雑媒体中の衝撃波の数値ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 

分子動力学的な手法による衝撃波の数値ｼ

ﾐｭﾚｰｼｮﾝ 

{複雑境界をすぎる衝撃波の数値ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 

}{H14.12.18付辞職（海外転出のため）} 

火山噴火の衝撃波工学的解明 

弱い衝撃波の聴覚に及ぼす効果 

実在気体効果を伴う衝撃波伝播の数値ｼﾐｭ

ﾚｰｼｮﾝ 

気泡と衝撃波の干渉現象を利用する脳血

栓血行再建術の開発 

脳血栓血行再建術の基礎研究 

生体硬組織中を伝播する衝撃波の挙動 

気液混合媒体中の衝撃波の挙動 

火山噴火における衝撃波の寄与に関する

研究 

大気圏再突入の空気力学 

爆轟波の発生と制御 

隕石衝突の空気力学的研究 
 
７． 研究組織を変更しても拠点形成の目的・方法・拠点未来像に支障がな

い理由 
複雑媒体中の衝撃波現象の解明を行いその結果を学際領域研究に発展させること

を目指している。その将来は、高速空気力学分野のさらなる発展に加え、衝撃波医療

分野の確立、爆発的火山機序の解明と火山噴煙柱のその場サンプリング法の開発など

を通して噴火予知法の確立、小惑星衝突に伴う生物大絶滅への水中衝撃波の寄与の解

明など、惑星地球物理学への寄与など学際領域ないし複合領域での研究への展開を目

指す衝撃波学際研究センターを創設する。 
ティモフェーフ助教授は COE 拠点形成研究では流れ計測に関する研究項目に参加

して頂いていた。特に衝撃波現象の数値解析に関する研究に関与し、また、数値解析

一般について学生の研究を指導し、同助教授の分担項目は一応完了した。同助教授は、

ロシア国籍を有し、かねてカナダに移民を希望のところ、平成 14 年 12 月を持って本

学流体科学研究所を離れカナダ・レイヤソン大学に転出することが決められた。 
 以上の事情により、同助教授は継続して本研究計画を支援する予定ではあるが、研

究分担者として研究計画に参加することは不可能になったが、本プログラムの目標、

方法、将来像の構想には何ら支障も変更もない。 



資料２：主要な購入備品 
 

平 成 １４ 年度   契 約 請 求 調 (１５０万円以上の備品・消耗費等） 

        

品               名 製造会社名   契約額 

品名 仕様（型・性能等） 数量 金額 

高速カメラシステム 
スタシフォードコンピューター

オプテクス 
一式 6,184,920 

中赤外パルスレーザー装置 スーパークリングフォトン 一台 18,900,000 

２チャネル熱線風速計 ダンテック 一式 5,789,091 

ホログラム再生用グリーンレーザー１式外３点 コヒレント 一式 6,910,470 

衝撃波冷凍システム 丸和電気 一式 6,500,000 

ＬＩＴＡシステム 西華産業 一式 39,270,000 

        

林鋼管製 ホーニング管 12 本外２点 林鋼管 一式 8,240,400 

生体高分子モデリングソフトウェア アクセルリス 一式 5,774,630 

圧力センサー12 台外 3 点 キスラー   8,820,000 

セントラル・ブリーチ １式外 1 点 
フィックスアプリケーション ア
イ・エヌ・シー 

一式 5,055,750 

射出テストチャンバー１台 12 点 鈴木商会 一式 3,234,000 

        

        

        

計     114,679,261 

 



資料 3：アジア・パシフィック衝撃波研究会会則  
(平成 14 年 3 月８日制定) 

 
THE ASIA-PACIFIC SHOCK WAVE RESEARCH SOCIETY STATUTES 

i) The Asia-Pacific Shock Wave Research Society is a non-governmental international 
scientific body and should be steered by the Committee. 

ii) The objectives of the Society are to promote the science and practice of shock wave 
research in countries of the region within the Chinese standard time zone plus minus 3 
hours, through the organization of an Asia-Pacific Shock Wave Symposium held 
periodically and other related workshops. 

iii) The Committee has power to decide on all questions regarding the organization of all 
such scientific meetings, including in particular the Asia-Pacific Shock Wave Symposium, 
but may delegate its authority to appropriate bodies on specific matters. 

iv) The Society shall adopt its own rules of procedure. 
v) The Committee shall meet during each Symposium, but may meet more often if it 

desires. At each Symposium, the Committee will review its composition and alter it if 
necessary to ensure adequate geographical and scientific distribution of its membership; 
the Society will also appoint, from among its members, the member of the Committee, a 
Chairman, a Secretary, and such other office-bearers who will serve until the next 
Symposium. 

vi) The Society will cooperate with other international shock wave activities such as the 
International Shock Wave Symposia to further the advancement of knowledge in shock 
wave research in the Asian region and elsewhere. 

vii) The Committee shall have power to alter these statutes as it deems necessary. 
 

OTHER POSSIBLE OBJECTIVES 
3. The dissemination of information about shock wave research in the Asia-Pacific region. 

This could be achieved by the workshops etc mentioned above but also by a regular 
newsletter or bulletin e-mailed to members.  

4. The stimulation of research into shock wave related phenomena and their uses by 
collecting and disseminating information regarding new topics and applications or 
required re-assessments of old ones. In particular, this should be aimed at young or new 
researchers to the shock wave area. Such topics could be disseminated by listing the title 
and say one line description in the newsletter. 

5. Promotion of the importance of shock wave phenomena to industry in the Asia-Pacific 
region. This should include examples of previous useful applications, suggestions of new 
applications that might be explored and studies of catastrophic events involving blast and 
shock waves. A suggested method of dissemination would be three or four one 
paragraph summaries of these topics placed on a web site every six months. It my be 
included in the newsletter or separate. 

6. Encouragement of industry in the Asia-Pacific region to support shock wave research. 
This could highlight government grants that require some industry support for the 
research project. The committee could, via its web site, provide a focus for industry 
inquiries, passing them on to relevant researchers.  

 
 



資料４： 
衝撃波エンサイクロペディア目次 
 
Encyclopaedia of Shock Wave Research 
Yasuyuki Horie 
Peter Krehl 
Hans Groenig 
Kazuyoshi Takayama 
 
Fundamental of Shock Waves  
Vol. 1 Fundamental of Shock Waves (Takayama, Groenig, Davison) 
1.1 Introduction  
1.2 History and Scope of Shock Wave Reserach (Krehl) 
1.3 Introduction of Nonlinear Plane Waves (Haas) 
  1.3.1 Kinematics of one-dimensional motion 
    1.3.1.1 Propagation of small perturbations 
    1.3.1.2 Propagation of finite perturbations 
  1.3.2 Conservation equations 
  1.3.3 Stress-deformation behavior  
    1.3.3.1 One-dimensional stress-volume relation 
    1.3.3.2 Hugoniot curve 
1.4 Thermodynamics of Fluids (Davison) 
1.5 Equation of States (Groenig) 
  1.5.1 Ideal gas 
  1.5.2 Real gas effects 
1.6 Centered Simple Waves 
1.7 Normal and Oblique Shock Waves (Takayama) 
  1.7.1 Rankine-Hugoniot relation 
  1.7.2 Shock polar  
1.8 Structure of Shock Waves (Honma) 
1.9 One-Dimensional Shock Waves Motion 
  1.9.1 Shock formation by an impulsive piston motion 
  1.9.2 Shock reflection 
  1.9.3 Shock attenuation   
1.10 Stability of Shock Wave (Sandeman) 
1.11 Shock Wave Analogy (not yet decided) 
  1.11.1 Traffic flows 
  1.11.2 Shallow water wave 
  1.11.3 Panic motion and propagation of information 
1.12 Concluding Remarks 
References 
  
Vol. 2 Shock Wave Interaction (Sislian, Skews)  
2.1 Introduction 
2.2 One Dimensional Interactions (Sislian) 
  2.2.1 Shock/shock and shock/expansion wave interaction 
  2.2.2 Wave/interface interaction 
2.3 Shock Wave Interaction with Boundary Layer (Matsuo) 
  2.3.1 General 
  2.3.2 Shock tube 
  2.3.3 Nozzle flows 
  2.3.4 Pseudo shock  
2.4 Multi-Dimensional Interaction (Shugaev) 
  2.4.1 Shock/shock interaction 
  2.4.2 Shock/solid body interaction  
2.5 Shock/Interface Interaction (Brouillet) 
  2.5.1 Shock/vortex interaction 
  2.5.2 Richtmyer-Meshkov Instability 
2.6 Shock/Body Interaction in Steady Flows  
2.7 Shock Interaction with Complex Boundary (Skews) 
  2.7.1 Perforated wasll 
  2.7.2 Corrugated wall 
2.8 Shock Wave Reflection (Ben-Dor) 
  2.8.1 Two-dimension 
  2.8.2 Axi-symmetry and three-dimension  
2.9 Concluding Remarks 
References 
 
Vol. 3 Shock Waves in Multi-Phase Media (Takayama) 
3.1 Introduction 
3.2 Shock Propagation in Complex Media in Gases 
  3.2.1 Dusty gas  
  3.2.2 Grannular media 
  3.2.3 Foam and porous media 
3.3 Underwater Shock Wave 
  3.3.1 Bubble dynamics and cavitation (Tomita) 
  3.3.2 Shock/bubble interaction 
3.4 Shock in Cryogenic Liquids (Murakami) 
3.5 Shock Wave Accompanying Phase Change (van Dongen) 
  3.5.1 Condensation shock waves   
  3.5.2 Liquification shock waves 



3.6 Shock Propagation over Complex Multi-Phase Boundary 
  3.6.1 Gas/liquid interface 
  3.6.2 Layer of solid particles and liquid droplets 
3.7 Shock Wave in Plasma (not yet decided) 
3.8 Concluding Remarks 
References 
 
Vol. 4 Shock Waves in Solids I (Horie) 
4.1 Introduction 
4.2 Fundations of the Shock Compression of Solid; from Atom to Continuum (Gupta) 
4.3 Experimental and Diagnositic Methods 
  4.3.1 Gas gun (Chabildas) 
  4.3.2 Z-machine (Knudsen) 
  4.3.3 Laser/mini flyer(Paisley) 
4.4 Numerical Methods for Shock Waves in Solids (Gupta) 
4.5 Interfacial Instability in Solids under Shock Compression (Benson) 
4.6 Molecular Dynamic Study of Shock Wave in Solids (Shaner 
  4.6.1 Inert materials (Holian) 
  4.6.2 Energetic materials (White) 
4.7 Pressure Shear Waves (Tang) 
4.8 Multi-scale Modeling Shock Waves in Solids  
  4.8.1 Heterogenous materials (BAer) 
  4.8.2 Polycrystals (Oritz or Horie) 
4.9 Ultra-Short Pulse Sock Dynamics (Funk) 
4.10 Summary (Horie) 
4.11 Reference 
 
Vol. 5 Shock Waves in Solids II (Horie) 
5.1 Introduction 
5.2 Continuum Materials Modeling and Shock Waves 
  5.2.1 General (Dandekar) 
  5.2.2 Composites (Sun) 
  5.2.3 Polymers (not yet decided) 
5.3 Strength and failure of Solids under Shock Compression 
  5.3.1 Brittle failure (Dandekar) 
  5.3.2 Dynamic deformation and failure (Meyers) 
  5.3.3 Fragmentaion (Grady) 
  5.3.4 Failure wave (Bless) 
5.4 Shock Waves in Porous and Powder Materials (Nesterenko) 
5.5 Dielectric Response (Montgomery) 
5.6 High Pressure Phase Transformation (Ahrens) 
5.7 Shock Wave Synthesis (Thadhani) 
5.8 Solid Explosives, Shock Initiation and Detonation Phenomena (Sheffield) 
5.9 Dense Plasma (Ng) 
5.10 Summary 
5.11 References 
 
Vol. 6 Shock Waves in Reactive Media (Zhang) 
6.1 Introduction 
6.2 History of Gaseous Detonation Research 
6.3 Introduction of Gaseous Detonation 
  6.3.1 One-dimensional theory of waves in reaction mixture 
  6.3.2 Chapman-Jouget detonation 
  6.3.2 DDT 
6.4 Multi-Dimensional Structures of Detonation Waves 
  6.4.1 Propagation of detonation wave  
  6.4.2 Cellular structure 
  6.4.3 Effect of mixture on DDT 
6.5 Liquid Detonation 
  6.5.1 Liquid explosives 
  6.5.2 Slurry explosives 
6.6 Self Sustained High Temerature Synthsis 
6.7 Shock Waves in Chemical Kinetics 
  6.7.1 Chemical shock tube 
6.8 Concluding Remarks 
Reference 
  
Vol. 7 Numerical Methods for Shock Wave Phenomena (Voinovich, Saito, Liou) 
7.1 Introduction 
7.2 Mathematical Background of Numerical Methods 
  7.1 Gases and liquids 
  7.2 Reactive media 
7.3 Method of Characteristics 
7.4 Finite Difference and Finite Volume Methods 
  7.4.1 Numerical schemes 
  7.4.2 Stability of numerical solutions 
7.5 Grid Generations 
7.6 Computer Graphics 
  7.6.1 Post processing 
  7.6.2 Three-dimensional display 
  7.6.3 Animated display 
  7.6.4 Comparison with experimente 
7.7 Rarefied Gas Dynamic shock Waves 



  7.7.1 Boltzmann equations 
  7.7.2 Direct Mote Carlo method 
7.8 Molecular Dynamics 
7.9 Concluding Remarks 
References 
 
Vol. 8 Experimental Methods of Shock Wave Generation (Hornung) 
6.1 Introduction 
6.2 Shock Wave Generation in Gases (Hornung) 
  6.2.1 Shock tube 
  6.2.2 Explosion 
  6.2.3 Electric discharge 
  6.2.4 Laser focusing 
  6.2.5 High speed impact 
6.3 Shock Wave Generation in Liquids (Takayama) 
  6.3.1 Liquid shock tube  
  6.3.2 Explosion 
  6.3.3 Electric discharge 
  6.3.4 Laser focusing 
  6.3.5 High speed impact 
  6.3.6 Collapsin bubbles 
6.4 Hypersonic Ground Test Facility (Olivier) 
  6.4.1 Shock tunnel 
  6.4.2 Gun tunnel 
  6.4.3 Free piston shock tunnel 
  6.4.4 Expansion tube 
  6.4.5 Ballistic range 
6.5 Hypervelocity Launchers (Swift) 
  6.5.1 Two-stage light gas gun 
  6.5.2 Rail gun and electro-thermal gun 
  6.5.3 ram accelerator 
6.6 Conclusions 
References 
 
Vol. 9 Experimental Methods for Shcok Wave Measurement 
9.1 Introduction 
9.2 Optical Diagnostics (Settle) 
  9.2.1 Detecting refractive index 
  9.2.2 Interferometry 
  9.2.3 Holography 
  9.2.4 Light scattering 
  9.2.5 Fluorescence 
9.3 Temerature Measurements (Danehy) 
9.4 Pressure Measurements (Bauer) 
9.5 High Speed Photography (Kosel) 
  9.5.1 High speed camera using emulsion film 
  9.5.2 Image converter camera 
  9.5.3 High speed CCD camera 
9.6 Image Data Processing (Danehy) 
  9.6.1 Fringe analysis 
  9.6.2 Computer assisted tomography 
9.7 Spectroscopy 
9.10 Conclusion 
References 
 
Applications of Shock Wave Research 
Vol. 10 Application of Shock Wave Research to Geocience and Astrophysics 
10.1 Introduction 
10.2 Volcanic Eruption (Mader) 
   10.2.1 Roles of shock waves to explosive eruptions 
   10.2.2 Direct smapling from volcanic plume 
10.3 Volcanic Hazard 
   10.3.1 Blast wave propagation 
   10.3.2 Pyroclastic flow 
10.4 Earthquake (Kanamori) 
10.5 Meteoroids and Asteroid Impact (Ahrens) 
   10.5.1 Impact craters 
   10.5.2 Shock wave morphology 
   10.5.3 Asteroid impact and mass extinction 
   10.5.4 Aerodynamic heating of meteors and commets  
10.6 Shock Waves in Space (Hillebrant) 
   10.6.1 Collisionless shock waves 
   10.6.2 Supernova explosions 
   10.6.3 Shock waves in accretion desks 
   10.6.4 Big bang 
   10.6.5 Solar wind 
   10.6.6 Interstellar shock waves 
   10.6.7 Relativistic shock waves 
10.7 Contributions of Shock Waves to Origine of Life 
10.8 Conclusion 
References 
 
Vol. 11 Application of Shock Wave Research to Space Science and Technology (Park) 



11.1 Introduction 
11.2 Nonequilibrium Flows  
11.3 Atmospheric Re-Entry of Space Vehicles 
   11.3.1 Space vehicles 
   11.3.2 Aerodynamic heating 
   11.3.3 Heat shield 
11.4 Space Propulsion  
11.5 Space Debris (Katayama) 
   11.5.1 Historical background 
   11.5.2 Hypervelocity impact 
   11.5.3 Bumper shield design 
11.6 Air Breathing Engines (Lu) 
   11.6.1 Scram jet engine 
   11.6.2 Pulse detonation engine 
11.7 Conclusion 
References 
 
Vol. 12 Application of Shock Wave Research to Medicine and Biology (Delius, Takayama)  
12.1 Introduction 
12.2 Historical Background 
12.3 Underwater Shock Waves (Takayama) 
   12.3.1 Shock generation 
   12.3.2 Focusing 
12.4 Extracoporeal Shock Wave Lithotripsy (Delius) 
   12.4.1 Lithotriptor 
   12.4.2 Tissue damage 
12.5 Shock/Cell Interaction 
   12.5.1 Cell viability 
   12.5.2 Cell prolifieration 
   12.5.3 Subcellular level 
12.6 Shock Wave Therapy (Takayama) 
   12.6.1 Urology 
   12.6.2 Orthopaedic surgery 
   12.6.3 Neurosurgery 
   12.6.4 Cancer research 
   12.6.5 Ophthalmolgy 
12.7 Shock Assisted Drug/Gene Delivery (Takayama) 
   12.7.1 Electropolation 
   12.7.2 Gene gun 
   12.7.3 Helium jet 
   12.7.4 Laser ablation 
   12.7.5 Biological methods 
12.8 Shock Application to Biology (Jagadeesh) 
   12.8.1 Interaction with bacteria 
   12.8.2 Food processing 
   12.8.3 Wood processing 
12.9 Conclusion 
References 
 
Vol. 13 Shock Waves in Acoustics (not yet decided) 
13.1 Introduction 
13.2 Generation of Weak Shock Waves 
   13.2.1 Shock tubes 
   13.2.2 Micro-explosion 
   13.2.3 Impact 
13.3 N-Waves 
   13.3.1 Thunder 
   13.3.2 Supersonic flights 
   13.3.3 Train tunnel sonic boom 
13.4 Transition from Weak Shock to Sound Wave 
   13.4.1 Dispersed wave 
   13.4.2 Real gas effect on weak shock structure 
13.5 Intense Ultrasound in Air 
13.6 Ultrasound Generation in Water 
   13.6.1 Genration 
   13.6.2 Cavitaion 
   13.6.3 ESWL 
13.7 Conclusion 
References 
 
Vol. 14 Application of Shock Wave Research to High Temperature Physicochemistry (Matsui) 
14.1 Introduction 
14.2 Chemical Kinetics 
   14.2.1 Homogeneoud media 
   14.2.2 Heterogrenoue media 
14.3 Mono Molecular Reaction  
   14.3.1 Theoretical background 
   14.3.2 Pressure dependence 
14.4 Multiple Molecular Reaction 
   14.4.1 Classifications 
   14.4.2 Complex reaction and oxidation 
14.5 Pyrokysis and Phtolysis 
14.6 Implantation and Hot Atom Reaction (Hirahara) 
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